(別添様式１)
平成２３年度　　１２月補正予算　　　支出科目　款：商工費　項：商工費　目：中小企業振興費
	事業名:ソフトピアジャパンセンター省エネ化推進事業費(地域グリーンニューディール基金事業)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　　商工労働部　情報産業課　ＩＴ拠点担当　大垣駐在　電話番号：0584-77-1100）

　　　　　　　　　　　                    E-mail：c11338@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　補正要求額：　　　　　７，２００千円
（現計予算額：　　　０千円　　　補正後予算額：　７，２００千円）

	要求内容


	１　要求の内容


ソフトピアジャパンセンタービルにおいてエネルギー消費支出を削減し、温室効果ガスの抑制を図るため、省エネ設備を複合的に導入する。
①ＬＥＤ照明
     　　　　　　　　　　センタービル地下１階の蛍光灯（47w）215台をＬＥＤ照明（29w）に更新する。
  ②遮熱フィルム
センタービル１３階展望室の展望窓の一部(計50ｍ２)を遮熱フィルムで被覆する。
	２　所要経費


　・LED照明

　　　　設置費：20,384円/箇所×215箇所=4,382,560円
撤去費：1,850円/箇所×215箇所=397,750円

　　　　処分費：86,270円、管理費：1,748,170円　
小　計：6,614,750円　消費税：330,737円　　

　合　計：6,945,487円=6,946千円

・遮熱フィルム

　　　　工事費（材料費込）：4,840円/㎡×50㎡=242,000円
　消費税：12,100円

　　　　合　計：254,100円=254千円
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


・ｿﾌﾄﾋﾟｱｼﾞｬﾊﾟﾝｾﾝﾀｰﾋﾞﾙは延床面積35,939㎡の大規模施設であり、年間消費電力は3,513,453kwh　（平成22年度実績）と、稼動にあたっては大量の電力を必要としている。
　      ・指定管理制度を導入して、企業の提案も受けながら施設の管理に当たっているが、環境配慮型の
設備は高額であり、施設全体の修繕と既設設備の保守管理を行うための予算要求に終始している
状況である。
　・環境省の経済危機対策として平成21年度補正予算措置された「地域グリーンニューディール基
　　金」については、同年度に３カ年（平成21年度～23年度）の全体計画を作成し、事業を執行し
ているところだが、既に実施した事業の入札差金等を活用して当初計画していた事業の一部
を実施するものである。
	２　これまでの取組状況


　　　   現時点では環境配慮型の設備に乏しく、平成21年度以降の指定管理業務では経費抑制のために
水景設備や回転ドア設備を停止しているところである。
	３　これまでの取組に対する評価


　　大規模施設であるソフトピアジャパンセンタービルは照明、空調等で大量の電気及びガスを消費

　し、光熱費が多大であるとともに環境に負荷を掛けている。維持管理面では、無駄を省くよう空調

　管理等を強化しているが、運用だけでは限界がある。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	現計

予算額
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	補正

要求額
	7,200
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	7,200

	決定額
	7,200
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	7,200


